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1 はじめに 

本書では、SK VMS のデスクトップクライアントを利用して通常の運用操作を行う方法、並びに

管理者権限ユーザーによる管理操作について説明します。インストール手順、他のクライアントに

よる操作方法は別マニュアルをご参照ください。 

 

  SK VMS とは 

SK VMS は、ネットワークカメラの検出・設定・記録・検索および共有を簡単にするビデオ管

理システムです。最新のクロスプラットフォームコーティングテクノロジーにより、様々な

OS 上で動作します。ネットワークカメラや VMS サーバーは、LAN または WAN を介してリ

アルタイムに同期します。また、システム内に複数の VMS サーバーを配置することで、フェ

イルオーバー機能によりサーバー異常時にはカメラの映像や録画は他のサーバーに引き継が

れます。このほかにも革新的なユーザーインタフェースによって、使用者が自由にカスタムレ

イアウトを作成して利用することができます。 

 

  主な機能 

・ スマート検索 

映像上で範囲指定を行い、その範囲内でモーションが検知された録画映像を簡単に検索でき

る機能です。 

・ 複数カメラ録画、長期録画 

複数カメラの録画、長期間の録画を可能にします。 

・ 全方位(魚眼レンズ)カメラの歪み補正機能 

魚眼レンズカメラ映像の歪みを補正する機能によって、360 度のライブ映像をツアー表示す

る事や、様々な角度の動画を切り出して表示することができます。 

・ カメラ検索 

ネットワーク上に接続されたカメラの検索が素早く簡単に行えます。 

・ フェイルオーバー機能 

複数のサーバーを連携している場合、ハードウェアの故障やネットワークトラブルによって

サーバーがダウンした場合でも、自動的に他のサーバーに切り替わりカメラ映像のストリー

ム配信、録画が継続します。 

・ 映像の回転・拡大 

画面上に表示している映像の回転、拡大が自由に行えます。 
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・ マップ機能 

背景にマップイメージを表示する事で、フロアマップなどに合わせたカメラ映像の配置が行

えます。 

・ スケジュール録画 

指定曜日、時間、モーションイベントによって録画スケジュールを設定することができます。 

・ ネットワークカメラ自動検出機能(※ONVIF 規格プロファイル S 以降) 

ネットワーク上に接続されたネットワークカメラを自動的に検出します。 

・ 映像のエクスポート機能 

録画データを外部ファイルへ出力する際、単一カメラまたは、複数カメラの映像をまとめて

出力することができます。 

・ スクリーンショット 

カメラ、録画映像の静止画をスクリーンショットとして、静止画出力することができます。 

・ スクリーン録画(Windows のみ) 

稼働している PC の画面操作を録画して、外部ファイルに出力することができます。 

・ 通知機能 

システムで感知した様々な障害をユーザーに通知します。通知する項目はユーザーが任意に

設定できます。 

・ Cloud 接続機能 

SK Cloud を利用することにより、IP アドレスやポートを公開せずともインターネット経由

で SK サーバーと接続し、ライブ映像の参照や録画再生をすることができます。 
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  システム構成 

SK VMS のシステム構成図を以下に示します。 

 

 

ネットワークカメラ ：ONVIF 対応で HTTP リンクまたは RTSP ストリームに対応のものが接続できます。 

NAS  ：ネットワーク接続ストレージ(NAS)への録画データ保存が可能です。 

SK サーバー ：ネットワークカメラを管理し、映像の録画、再生、ストリーム配信を行います。 

SK クライアント ：カメラ映像の閲覧や録画再生、システムの操作を行う為の機能を提供します。 

サーバーグループ ：2 台以上の SK サーバーを連携して運用することができます。 

この場合、複数のサーバーにグループ共通の「システム名」を定義します。サーバー

グループとして定義された SK サーバーは、リアルタイムに同期してフェイルオーバ

ー機能が有効になります。 

SK Cloud  ：クラウド経由で SK クライアントと SK サーバーを接続するためのクラウドサービス。 

SK Cloud アカウントを取得することにより、SK サーバーのアドレスやポートを意識

することなくシステムに接続することができます。 

  

ＳＫサーバー

ＳＫサーバー

ＮＡＳ

ＳＫクライアント

ネットワークカメラ

ネットワークカメラ

ネットワークカメラ

ネットワークカメラ

ネットワークカメラ

サーバーグループ
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  SK VMS のソフトウェア 

SK VMS を構成するソフトウェアと主な機能を以下に示します。 

■SK クライアント 

・システムへのログイン 

・利用可能なサーバーの検出 

・ライブまたは録画された映像または画像の表示 

・カメラの設定/制御 

・映像の出力 

■SK サーバー 

・カメラ・他のサーバーの自動検出 

・サーバー間同期 

・ビデオトラフィックの管理 

・自動フェイルオーバー 

・死活監視 

■SK クライアント 

SK クライアントは LAN または WAN を介してシステムにログインします。ログインした

システム内に存在するカメラのライブ映像や録画映像の再生、またはシステムの設定や管

理などを行うソフトウェアです。動作するデバイスによって以下の 3 種類があります。 

・ デスクトップクライアント 

Windows、Linux、Mac でネイティブに動作するクライアントソフトウェアです。ライ

ブ映像の表示や録画映像の再生、各種システム設定や運用を行うための機能が提供され

ます。クロスプラットフォームでの複数クライアントの連携も可能です。 

・ モバイルクライアント 

iPhone、Android のスマートフォンやタブレットで動作するクライアントソフトウェア

です。単一カメラのライブ映像表示や、録画映像の再生操作が行えます。 

・ Web クライアント 

Web ブラウザで動作するクライアントソフトウェアです。単一カメラのライブ映像表示

や録画映像の再生のほか、サーバーやシステムの制御が行えます。 

 

■SK サーバー 

SK VMS のシステムを構成するサーバーソフトウェアです。システムに接続されたクライ

アントにビデオストリームの配信や、様々な管理機能を提供します。SK サーバーのソフト

ウェアは Windows、Linux(Ubuntu, Raspberry Pi, Banana Pi)版が用意されています。  
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  ユーザー権限と使用できる機能 

SK VMS には、管理者権限を持つユーザーと、管理者ユーザーによって作成される利用者権

限ユーザー、カスタム権限ユーザーが存在します。管理者と利用者は、利用できる機能によっ

てさらに権限区分が細分化されます。 

■ユーザー権限 

○管理者 -システム配下のリソース/ユーザー等を管理します。 

オーナー  ：全ての権限を持ちます。ユーザー名は「admin」固定です。 

アドミニストレーター ：管理者以外のユーザーとサーバーリソースの管理権限を持ちます。 

○利用者 -システム配下のリソースについてライブ映像や録画を閲覧します。 

ライブビューアー ：ライブ映像の閲覧のみ許可されます。 

ビューアー  ：ライブ映像と録画映像について、閲覧と映像出力が可能です。 

拡張ビューアー ：ビューアーの権限に加え、カメラの PTZ 操作も可能です。 

○カスタム -管理者によって指定された機能を利用できます。 

 

 以下に主な機能とユーザー権限の関連を表に示します。 

   

オ

ー

ナ

ー

ア

ド

ミ

ニ

ス

ト

レ

ー

タ

ー

ラ

イ

ブ

ビ

ュ

ー

ア

ー

ビ

ュ

ー

ア

ー

拡

張

ビ

ュ

ー

ア

ー

 カスタムユーザーの設定項目

ライブ閲覧 ○ ○ ○ ○ ○ ● →許可されたカメラのみ可能

レイアウト設定 ○ ○ ○ ○ ○ ○

ローカル設定 ○ ○ ○ ○ ○ ○

録画閲覧 ○ ○ ○ ○ ● →「アーカイブの表示」

録画エクスポート ○ ○ ○ ○ ● →「アーカイブのエクスポート」

ブックマークの閲覧・検索 ○ ○ ○ ○ ● →「ブックマーク表示」

ブックマークの追加・編集 ○ ○ ○ ● →「ブックマークを変更」

システムイベント表示 ○ ○ ○ ● →「イベントログの表示」

PTZ操作 ○ ○ △ ● →「ユーザー入力」

カメラ設定 ○ ○ ● →「カメラ設定の編集」

ウェブページ設定 ○ ○

サーバー設定 ○ ○

システム管理 ○ ○

ユーザー管理 ○ △

操作履歴表示 ○ ○

システム統合 ○

SK Cloud接続/接続解除 ○

管理者 利用者 　

カ

ス

タ

ム
　　    　　   ユーザー権限

　 主な機能

○：利用可能な機能 

△：一部機能制限付き 

●：リソース、機能を設定によって組合せ 
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利用者によるクライアント操作 編 

 

こちらの項目では、SK VMS を通常利用するためのデスクトップクライアント操作を説明します。 
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2 基本操作 

SK VMS デスクトップクライアントの操作画面の基本的な構造や操作方法について説明します。 

 

  デスクトップクライアントの起動 

SK VMS のデスクトップクライアントは様々なプラットホームで動作します。各 OS での起

動方法を下記に示します。 

 

■Windows 

デスクトップにある「SK VMS ショートカットアイコン」をダブルクリックします。 

■Mac OSX 

アプリケーションフォルダ内の「SK VMS アイコン」をダブルクリックします。 

■Ubuntu(Linux) 

デスクトップにある「SK VMS ショートカットアイコン」をダブルクリックします。 

 

デスクトップクライアントが起動するとサーバー選択画面が表示され、過去に接続したサー

バーおよび現在接続可能なサーバーが表示されます。 

 
※上記の操作以外に SK Cloud 経由でデスクトップクライアントを起動することも可能です。詳

細は『第 11 章 クラウド操作(P.77)』をご参照ください。 
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  サーバーを選択してログイン 

サーバー選択画面の中からログインするサーバーを選択すると、画面中央に表示されます。 

 

画面中央に表示されたサーバーには、過去に使用したログイン ID が表示されます。 

また「パスワードを保存する」がチェックされていると、パスワード入力を省略してログイン

することができます。 

 

ログイン ID を変更する場合には、ログイン ID 部分をクリックします。 

 

 

ログイン ID、パスワードを入力し「接続」ボタンをクリックすると、SK サーバーに接続して

ログイン処理を行います。ログインが完了すると『第 2 章 2.4 節 画面の構成(P.18)』で示す

画面が表示されます。 

クリックしたサーバーが
中央に表示されます。

ログインＩＤをクリックす
ると編集可能になります

※ログイン ID にはクラウドユーザーの ID 

(メールアドレス)を指定することもできます。 
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  他のサーバーに接続 

サーバー選択画面の「他のサーバーに接続…」ボタンをクリックすると、サーバー選択画面に

表示されていないサーバーへの接続を行うことができます。 

 

「他のサーバーに接続…」ボタンをクリックすると以下の画面が表示されます。 

 

  

新しいサーバーとの接続を
行う場合にクリック

入力するとOK
ボタンが表示

されます
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「ホスト」には SK サーバーの IP アドレス(または URL)を入力します。 

「ポート」には SK サーバーのポート番号を入力します。 

「ログイン」にはログイン ID(または SK Cloud のアカウント)を入力します。 

「パスワード」にはパスワードを入力します。 

上記の項目を入力後「OK」ボタンをクリックします。 

 

また「サーバーに接続…」画面の中央上段にあるドロップダウンリストには以下のサーバー情

報がリスト表示され、接続先として選択することができます。 

・過去に接続したサーバー 

・自動検索されたサーバー 

 

 

 

 

指定サーバーへのログインが完了すると、『第 2 章 2.4 節 画面の構成(P.18)』で示す画面が

表示されます。 

  



操作説明書 

株式会社システム・ケイ  Copyright © SYSTEMK Corporation. All Rights Reserved  18 

  画面の構成 

デスクトップクライアントのメイン画面は以下に示す 5 つの部位から構成されています。 

 

・ タブ・ナビゲーター ：メインメニュー、レイアウトタブや機能ボタンが配置されます。 

・ リソースパネル ：サーバーやカメラなどのシステムリソースが表示されます。 

・ 通知パネル  ：システムからのイベント通知が表示されます。 

・ 再生パネル  ：録画映像やライブ映像の再生、映像検索などを行います。 

・ シーン  ：映像を配置する画面全体を表す領域をシーンと呼びます。 

・ アイテム  ：カメラ、ビデオの再生やシステム情報を表示します。 

 

※タブ・ナビゲーターと各種パネルは、非表示にすることができます。 

 

  

タブ・ナビゲーター

リ
ソ
ー
ス
パ
ネ
ル

再生パネル

通
知
パ
ネ
ル

シーン
（画面全体を表す）

アイテム
（複数あり）
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■シーンとアイテム 

「シーン」は「アイテム」を配置する場所です。システムにログインしたユーザーは、「アイ

テム」をマウス操作して自由に「シーン」へと配置し、ユーザー固有のレイアウトを作成しま

す。 

 

「アイテム」に表示できるものは、「カメラの映像」や「ローカルビデオ」、「静止画」やカメ

ラの映像から一部を切り出した「ズーム映像」といった映像リソースのほか、サーバーの運用

状況をリアルタイムに表示する「システムモニタ」や「ウェブページ」などの特殊なリソース

も含まれます。 

 

「アイテム」に割り当てられるリソースを以下に示します。 

カメラ ネットワークカメラのビデオストリーム(ライブ/録画映像) 

ローカルビデオ avi, mkv, mp4, exe, nov 形式のローカルリソースビデオファイル 

静止画 スクリーンショットイメージファイル 

ズーム映像 カメラ、ローカルビデオ、静止画の映像の一部を取り出した映像 

システムモニタ システムモニタが表示するサーバーシステムの運用状況 

ウェブページ 指定 URL のウェブページ 

 

  

シーン
（画面全体を指す）

アイテム
（カメラD

リサイズ中）

アイテム
（カメラA）

アイテム
（カメラＢ）

アイテム
（カメラＣ）

セル

配置やサイズを変える
際に枠が表示される
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■タブ・ナビゲーター 

画面上部に配置されるタブ・ナビゲーターには、メインメニューの呼び出しボタン、タブ切り

替えを行うタブ表示エリア、デスクトップクライアントの全体操作を行う操作ボタンが配置

されます。 

 

メインメニュー  ：クリックするとメインメニューが開きます。 

タブ表示エリア  ：登録されているタブの表示と選択を行います。 

パネル表示切替えボタン ：タブ・ナビゲーターの表示/非表示を切替えます。 

操作ボタン  ：SK Cloud への接続やウィンドウ操作などを行います。 

詳しくは下記をご覧ください。 

メインメニュー

タブ表示エリア

パネル表示切替ボタン

操作ボタン

：SK Cloudボタン

　クラウドの色で接続状態を表します。

：SK Cloud接続済み

　クリックするとサブメニューが表示されます。

：SK Cloud未接続

　クリックするとSK Cloudにログイン画面が表示されます。

：ヘルプボタン

　操作マニュアルを表示します。

：最小化ボタン

　ウィンドウを最小化します。

：最大化／最大化解除ボタン

　ウィンドウの最大化または標準サイズにします。

：終了ボタン

　プログラムを終了します。
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■リソースパネル 

リソースパネルには、利用できるリソースがツリー構造で表示されます。 

ログインしたユーザーの権限によって、リソースパネルに表示されるリソースの種類が変化

します。リソースパネルに表示される各種リソースは次の通りです。 

 

 

  

システムリソース

ユーザーリソース

ローカルリソース

Ｗｅｂページリソース

サーバーリソース

レイアウトリソース

他システムリソース
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・ システムリソース 

ユーザーがログインしたシステムの名称とログイン ID が表示されます。 

 

・ サーバーリソース(※アドミニストレーター権限以上のユーザーのみ表示) 

ログインしたシステムを起点に参照できるサーバーと、サーバー配下のカメラリソースが表

示されます。 

 

・ レイアウトリソース 

ログインしたユーザー、又は管理者が作成したレイアウトリソースが表示されます。 

レイアウトの配下には、シーンに割り当てられたカメラやローカルファイルなどのリソース

が表示されます。 

ダブルクリックする事でシーンに追加されます。 

 

・ ウェブページリソース 

ユーザーが登録したウェブページリソースが表示されます。 

ダブルクリックする事でシーンに追加されます。 

 

・ ユーザーリソース(※アドミニストレーター権限以上のユーザーのみ表示) 

システムに登録されたユーザー(自身を除く)とユーザーが所有するリソースが表示されます。

ユーザーが所有するリソース(カメラ、ビデオファイル、静止画、ウェブページ)をダブルク

リックする事でシーンに追加されます。 

 

・ 他システムリソース(※オーナー権限のユーザーのみ表示) 

同一ネットワーク上に存在する他のシステムが表示されます。 

 

・ ローカルリソース 

ユーザーが有するローカルリソース(ビデオファイル、静止画ファイル、レイアウトなど)が

表示されます。 

ダブルクリックする事でシーンに追加されます。 
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リソースパネルに表示されるアイコンの一覧を下図に示します。 

 

  

サーバーを表します。（状態によって下記の表現があります）

クライアントが接続中のサーバー

オフライン中のサーバー

ネットワークカメラを表します。

オフライン中のネットワークカメラ

認証されていないネットワークカメラ

※カメラアイコンの左に録画インジケータが表示されます。

サービス中のサーバー

録画設定有りだが録画していない状態

録画中状態

録画設定なし（インジケータ非表示）

レイアウトフォルダを表します。

作成済みのレイアウト

現在表示中のレイアウトを表します。

ウェブページフォルダを表します。

登録されたＷｅｂページ

ユーザーフォルダを表します。

ユーザー名を表します。（xxx@ドメイン名の形式はSKCloudアカウント）

他システム（ログインしていない）を表します。

ログインしているシステムを表します。

ローカルファイルフォルダを表します。

ビデオファイルを表します。

静止画ファイルを表します。
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検索ボタンをクリックすると、検索モードになります。 

この状態でリソース名を入力することで、ツリー内のリソースを検索することができます。 

検索されたリソースは自動的にシーン上のアイテムとして表示され、映像が再生されます。 

 

・検索タイプの指定 

ドロップダウンリストから検索するリソースのタイプを選びます。 

(全てのタイプ、ビデオファイル、イメージファイル、ライブカメラ) 

・検索キーワード 

検索するキーワードを入力します。 

・検索結果のツリー表示 

検索されたリソースがツリー表示されます。 

 

 

 

■通知パネル 

システムからの通知イベントの表示や、イベントログの表示、アラーム/イベントルールの設

定やローカル設定機能を呼び出すボタンが配置されるパネルです。表示されているシステム

イベントは、クリックすると対応した設定画面が表示され、その場で設定を変更することがで

きます。 

 

・表示切替えボタン 

通知パネルの表示/非表示を切替えます。 

 

・機能ボタン 

イベントログの表示、アラームルールの設定、ロ

ーカル設定機能を呼び出します。 

 

・システムイベント 

発生中のシステムイベントが表示されます。 

 

 

  

検索タイプの指定
（ビデオ、イメージ、カメラ）

検索
キーワード

検索結果のツリ
ー表示

表
示
切
替
え
ボ
タ
ン

ログ、ルール、
ローカル設定ボタン

システムイベントの通知
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■再生パネル 

再生パネルには、ライブ映像と録画データの切り替え、録画映像の再生操作や映像検索時に指

定するタイムスケールの表示や範囲指定などを行う為のインターフェースが表示されます。 

 

表示切替えボタン  ：再生パネルの表示/非表示を切替えます。 

プレイバックボタン ：選択したアイテムの再生、停止、早送り、早戻しなどを操作します。 

スピードスライダー ：再生速度の制御を行います。 

タイムスケール  ：タイムラインを表示します。(上段：選択中アイテム、下段：全体) 

ボリュームコントロール ：音量制御を行います。 

機能ボタン  ：下記の機能ボタンが割り当てられています。 

   ・LIVE  ：再生モードからライブ画像モードへの切替えを行う 

   ・SYNC  ：他のアイテムの再生時間を同期して表示する 

   ・  ：カレンダーの表示 

   ・  ：ブックマークの表示 

  

プレイバックボタン タイムスケール 機能ボタン

スピードスライダー ボリュームコントロール表示切替えボタン
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  レイアウトの切り替え 

リソースパネルのレイアウトツリーに表示されているレイアウト名をクリックすると、保存

済みのレイアウトをシーン上に表示する事ができます。 

 

シーン上のリソースを配置するたびにレイアウトが変更されます。変更があったレイアウト

は、リソースパネル上で表示する際にレイアウト名の後ろに＊が表示されます。 

レイアウトの作成と保存方法の詳細は『第 2 章 2.14 節 レイアウトの作成と保存(P.36)』を

ご参照ください。 

  

クリックしたレイアウトが
シーンに表示されます
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  タブの切替え 

タブにレイアウトを登録しておく事で、素早くレイアウトを変更することができます。 

 

登録されたタブは、タブ・ナビゲーター上に表示され、選択することで表示レイアウトが変更

されます。 

 

 

※赤枠内の「◀▶ボタン」をクリックするとタブ表示が左右にスクロールします。 

 

また、黄枠の「▽ボタン」をクリックすると、登録されているタブの一覧を表示して選択する

ことができます。 

 

 

新規にタブを作成する場合は以下の操作のうち何れかを行います。 

・タブ・ナビゲーターをマウスで右クリックし、メニューから「新規タブ」を選択 

・メインメニューから「新規」をマウスでクリックして「タブ」を選択 

・タブ表示エリアの「＋」をクリック  

①タブ名称を
クリック

②登録されていた
レイアウトでアイテムが

表示される。
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  映像のフルスクリーン表示 

シーン上のアイテムをダブルクリックすると、映像をフルスクリーン表示できます。 

 

 

  

①アイテムウィンドウ
をダブルクリック

②最大化されたアイテムウ
ィンドウをダブルクリック

すると元にもどります



操作説明書 

株式会社システム・ケイ  Copyright © SYSTEMK Corporation. All Rights Reserved  29 

  映像情報の表示と操作 

シーン上の「アイテム」をクリックすると、アイテムのウィンドウが拡大表示され、そのアイ

テムの情報が表示されます。 

 

拡大されたアイテムウィンドウ上部のヘッダー部分には「映像情報」と「操作ボタン」が表示

されます。次ページにその詳細を示します。 

  

①アイテムウィンドウ
をクリック

②アイテムウィンドウ
が拡大表示される

操作ボタン
映像情報
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■映像情報 

ビデオまたはカメラの情報が以下のフォーマットで表示されます。 

・カメラ名称 ：カメラまたはビデオファイル名称が表示されます。 

・録画モード ：録画モードが下記のアイコンで表示されます。 

   

 

■操作ボタン 

アイテムに表示されている映像によって、以下のボタンが表示されます。 

① ローカルビデオアイテムの場合 

 

 

② カメラアイテムの場合 

ローカルビデオアイテムのボタンに以下のボタンが追加されます。 

 
※魚眼レンズと PTZ 操作は、カメラがサポートしているときにのみ有効です。 

  

：通常録画

：モーション録画

：常時低解像度＋モーション検知時高解像度

 

 

 

 ：録画停止  

：イメージ拡張 (詳細は『第 2 章 2.18 節 映像の明るさ補正(p.40)』) 

：ズーム画面作成 (詳細は『第 2 章 2.10 節 ズーム映像の作成(p.32)』) 

：スクリーンショット (詳細は『第 2 章 2.15 節 スクリーンショットの取得(p.37)』) 

：回転 (詳細は『第 2 章 2.11 節 映像の回転(p.33)』) 

：情報 (解像度やビットレートなどの情報を表示します) 

：閉じる (アイテムをシーンから削除します) 

：歪み補正 (詳細は『第 6 章 6.1 節 魚眼レンズカメラ映像補正(p.54)』) 

：PTZ (詳細は『第 5 章 カメラの PTZ 操作(p.53)』) 

：スマート検索(『第 4 章 4.5 節 スマート検索(モーション検知検索)(p.47)』) 
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  映像リソースの再生・画像リソースの表示 

現在のシーンに映像リソース(カメラ・録画映像等)や画像(スクリーンショット等)を追加する

操作手順は次の通りです。 

① リソースツリーから追加するリソースを選択します。 

 

② ドラッグして表示したい位置へドロップします。 

 

③ 配置完了 

 

※①でリソースをダブルクリックしても追加できます。追加されたアイテムは自動配置されま

す。 

  

①リソースパネルから
ビデオファイル（または

カメラ）をクリック

②ドラッグして表示したい
位置にドロップします。

③配置されたアイテムに
映像が再生される。
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  ズーム映像の作成 

ズーム映像とは、ビデオまたはカメラのオリジナル映像から一部を切り出して拡大表示した

映像を言います。ズーム映像の作成手順は次の通りです。 

① アイテムウィンドウ上の「ズーム画面作成」ボタンをクリックします。 

② ウィンドウ内でズーム領域をマウスドラッグで指定します。 

③ 新たにズーム映像のアイテムウィンドウが作成されます。 

 

※1 つのオリジナル映像から複数のズームウィンドウを作成することができます。 

  

③ドラッグを終了するとズーム枠
の映像が新しくアイテムウィンド

ウとして表示されます。

ズームウィンドウが作成され
た領域は枠線が残ります。

①ズームウィンドウ
をクリック

②マウスでズームする矩形を
ドラッグすると、ズーム領域

の枠が表示されます。
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  映像の回転 

アイテムウィンドウは自由な角度で回転できます。操作手順は次の通りです。 

① アイテムウィンドウの回転ボタンをクリックします。 

② ウィンドウより表示された矢印をドラッグします。 

③ 回転を止めるところでドラッグ終了し、変更を確定します。 

 

②矢印をドラッグすると
ウィンドウが回転する

①回転ボタンを
クリック

③ドラッグ終了で
確定
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  映像の移動 

映像の移動操作手順は次の通りです 

① 移動したいアイテムを選択します。 

② 移動したい場所にドラッグ＆ドロップします。 

 
※移動先確定後、全てのアイテムが画面内に収まるように表示倍率が自動調整されます。 

  

①移動するアイテムを
選択

②移動したい位置へ
ドラッグ＆ドロップ

右に移動することで
シーンの領域が延長
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  映像のリサイズ 

映像のリサイズ操作手順は次の通りです。 

① リサイズしたいアイテムの枠をクリックします。 

② アイテム枠を変更したいサイズにドラッグします。 

 
※サイズ確定後、全てのアイテムが画面内に収まるように表示倍率が自動調整されます。 

  

①アイテムの枠
をクリック

②枠をドラッグして
サイズを変更

③ドラッグ終了で
サイズが確定
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  レイアウトの作成と保存 

アイテムの移動、追加、削除、リサイズなどのレイアウト変更を保存できます。2 通りの操作

があります。 

① タブメニューから保存する 

 

 

② リソースパネル上の該当レイアウトの右クリックメニューから保存する 

 
※保存したレイアウトは、タブに表示することができます。詳細は『第 2 章 2.6 節 タブの切

替え(P.27)』をご参照ください。 

※「名前を付けてレイアウトを保存...」をクリックすると、新規にレイアウトを作成する事が

できます。 

 

  

①タブ名
を右クリック

②レイアウトを保存
をクリック
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  スクリーンショットの取得 

カメラまたはビデオファイルアイテムの映像の静止画を PNG または JPG 形式でローカルフ

ァイルに出力します。操作手順は次の通りです。 

① 静止画を取得したいアイテムの「スクリーンショット」ボタンをクリックします。 

 
※ビデオファイルまたは録画映像を取得する場合は、タイムラインで取得したい箇所を選びま

す。 

② 保存形式を選択して保存します。 

 

アドレス ：格納するフォルダーのパスを指定します。 

ファイル名 ：スナップショットファイル名を指定します。 

ファイルの種類：イメージファイルのフォーマットを以下の 2 形式から選びます 

 (PNG Image/JPG Image) 

タイムスタンプ：タイムスタンプを表示する位置をドロップダウンリストから選びます。 

 (タイムスタンプなし、左上、右上、左下、右下) 

スクリーンショット
ボタンをクリック
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各項目の入力を行った後に「保存」をクリックし、ファイルを保存します。 

  ツアー表示 

表示中のレイアウト上に複数のアイテムが存在する場合、個々のアイテムをフルスクリーン

モードで順番に表示する事(以下ツアー表示)ができます。ツアー表示の操作手順は次の通り

です。 

 

① シーン上でマウスを右クリックしメニューを開きます。 

② メニューの中から「ツアー開始」を選択します。 

 

 

ツアーが開始されると左上から順番にアイテムの映像がフルスクリーンで再生されます。 

ツアーの表示を終了するには、Esc キーを押下します。 

  

①右クリックメニュー
を開く

②ツアー開始を選択
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  シーケンス表示 

シーケンス表示はツアー表示と似た機能ですが、ライブカメラや録画映像に加えて、保存され

たレイアウトを表示内容に含むことができます。シーケンス表示の操作手順は次の通りです。 

 

① 左上メニューから、「新規...」内の「シーケンス表示...」を選択します。 

 

② シーケンス表示したいリソースをドラッグしてシーンに追加します。 

 

画面右上の「シーケンス表示開始」ボタンを押すと全画面表示が開始します。終了すると

きは Esc キーを押下します。 
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  映像の明るさ補正 

映像が暗すぎて判別できないなどの場合、明るさを補正することができます。補正値はアイテ

ムごとに個別で設定します。手順は次の通りです。 

 

① 補正したい映像(ライブ/録画)・画像アイテムを選択し、右クリックメニューから「イメー

ジ拡張」を選択します。Alt+J キーで代用することもできます。 

 

 

② 「イメージ拡張」画面が表示されます。「イメージ拡張有効」にチェックすると、次のよう

な画面が表示されます。 

 
※ヒストグラムの形状は補正する画像によって異なります。  
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ガンマ  …画像の明るさを 0.10(白飛び)-10.0(黒潰れ)まで調整できます。 

ブラックレベル …設定値以下の明るさを「黒」で表現(影の濃さを調整)します。 

ホワイトレベル …設定値以上の明るさを「白」で表現(光の強さを調整)します。 

デフォルトに戻す …設定を破棄し、値を初期値に戻します。 

 

※参考例：ブラックレベルを 15.00 にした場合 

 

 

③ 「OK」をクリックして変更を確定します。 

※設定した補正の有効/無効は、アイテム操作ボタンの「イメージ拡張」で切り替えられます。 
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  ログアウト 

システムからログアウトする場合の操作手順は次の通りです。 

 

① メインメニューより「接続サーバーから切断」を選択します。 

 

 

② ログアウトが完了すると「サーバー選択」画面が表示されます。 
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3 ライブ映像の閲覧 

カメラのライブ映像の閲覧を行うには、リソースパネル上のカメラをダブルクリックします。 

また、閲覧用のレイアウトをレイアウトタブに設定しておくことで、ログインと同時にライブ映像

の閲覧を開始できます。 

 

  タブ切り替え 

タブ切り替えによって、閲覧したいカメラのレイアウトを切替えて閲覧する事ができます。レ

イアウトの切り替えを行う場合、管理者によって設定済みのレイアウトや、ユーザーが作成し

たレイアウトをタブにあらかじめ設定しておく必要があります。詳細は『第 2 章 2.6 節 タブ

の切替え(P.27)』をご参照ください。 

 

  マップ背景の活用 

レイアウトの背景を変更して、フロアマップ背景などにカメラアイテムを配置することで、フ

ロアレイアウトに合わせたカメラのライブ閲覧などが可能になります。 

※レイアウトの変更や背景ファイルの変更は管理者権限ユーザーのみ行う事ができます。 

 

  別ウィンドウで閲覧する 

デスクトップクライアントがマルチモニタの PC で稼働している場合、マルチモニタ環境での

レイアウト構成を設定できます。 

① メニューをクリックし「新規」を選択します。 

② 新規メニューより「画面」を選択します。 

 

また、リソースツリーの右クリックメニューからウィンドウを追加することも可能です。 

① リソースツリーのリソース(カメラ、レイアウト、ウェブページ、ローカル)を選択します。 

② 右クリックメニューより「新規画面で開く」を選択します。 
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4 録画映像の再生 

録画映像の再生は再生パネルを操作して行います。ここでは、再生パネルの操作ボタンやタイムラ

インの操作方法について説明します。 

タイムラインは録画映像の再生位置を示し、タイムラインの位置を変えることで録画映像の再生

位置を変更する事ができます。 

 
※タイムライン上段が再生中のカメラ(またはファイル)、下段が全体のタイムラインとなる。 

 

 

再生パネル上のプレイバックボタンを押すことで、録画映像の再生を制御できます。 

再生パネルの各ボタンの動作は次の通りです。 

 

  ライブ映像/録画映像の切替え 

■ライブ映像から録画映像への切替え 

① 録画映像再生を再生したいカメラアイテムを選択します。 

② 閲覧したい録画データをタイムラインから選択します。 

 

  

生成中の位置

拡大

生成中の映像

データなし
映像

緑の部分が
録画データ



操作説明書 

株式会社システム・ケイ  Copyright © SYSTEMK Corporation. All Rights Reserved  45 

■録画映像からライブ映像への切替え 

① ライブ映像に切替えたいカメラアイテムを選択します。 

② 再生パネルの「LIVE」ボタンをクリックします。 

 
LIVE アクティブ ：ライブモード 

LIVE 非アクティブ ：録画再生モード 

 

  タイムラインの移動 

録画された範囲でスライダー機能を利用して記録データ時間を移動します。 

 

・録画時刻はポジションスライダ(黄枠内の白い縦線)に表示されます。 

・最大ズームアウト時の右端の位置に移動するとライブモードに切替わります。 

・ライブモード位置よりも左に移動すると録画再生モードに切替わります。 

・タイムスケールはタイムライン下のスクロールバーで表示されます。 

・タイムスケールはマウスホイールで変更できます。 

・タイムスケールのスクロールバーをダブルクリックすると、最大でズームアウトします。 

 

  録画映像の検索方法 

録画映像の検索は 3 つの方法があります。 

・カレンダー ：カレンダーで選択した日時を検索します。 

・スマート検索 ：カメラ映像に検索対象エリアを指定してモーション検索を行います。 

・録画検索 ：タイムライン上で指定した日時範囲での録画を検索します。 

  

LIVEボタンを
クリック
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  カレンダーによる検索 

タイムラインパネルのカレンダーを使用して、検索する日時の範囲を指定します。 

 

① 再生を行うカメラのアイテムを表示します。 

② 「カレンダー表示」ボタンをクリックします。 

 

③ カレンダーから特定の日を選択します。複数の日を選択する場合は Ctrl キーを使用しま

す。 

選択された日の範囲で、録画映像が表示されます。 

④ 特定時間を選択します。複数の時間を選択する場合は Ctrl キーを使用します。 

選択された日時の範囲で、録画映像が表示されます。 

 

  

CLＮＤボタン
クリック

カレンダー
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  スマート検索(モーション検知検索) 

スマート検索は録画映像中のモーション検索を行います。 

 

スマート検索の操作手順は次の通りです。 

① カメラの「スマート検索」ボタンをクリックして検知エリアを選択します。 

 

検知エリアは、範囲をマウスでドラッグして決定します。 

 

デフォルトでモーション検知が使用できない場合でも、モーション検知を行わせる様に設

定を変更可能です。 

(「カメラ設定」>「エキスパート」>「ストリームのモーション検出を強制」を ON) 

※注) この設定を行うとサーバーの CPU 負荷が増大します。ご注意ください。 
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② スマート検索結果をカレンダーから確認します。 

 

再生パネルの「カレンダー表示」ボタンをクリックすると、カレンダー上に検索結果の映

像を含む日付、時刻が緑/赤で表現されます。更に緑/赤で示された日付または時刻ボタン

をクリックする事で、タイムライン上にスマート検索された時刻を表示します。 

 

 

プレイバックボタンの操作で検索箇所に素早くアクセスすることができます。 

 

 

  

赤い部分がスマート検
索された箇所

プレイバックボタン操作
で検索箇所にジャンプで

きます

①ＣＬＮＤボタン
を選択

②検索された画像が
存在する日、時間が
赤と緑で表現される

③タイムライン上で検索
した位置にジャンプでき

ます



操作説明書 

株式会社システム・ケイ  Copyright © SYSTEMK Corporation. All Rights Reserved  49 

  録画検索 

録画検索の操作手順は次の通りです。 

① タイムライン上で検索したい範囲をマウスドラッグして指定します。 

 
※範囲を調整するにはタイムライン上でハイライト部分の端をドラッグします 

※タイムラインのズームを行うには、マウスホイールを使用します。 

 

② タイムスケールでマウスを右クリックし、メニューから「検索表示…」を選択します。 

範囲内で検索された録画映像が一覧表示されます。 

 

 

  

選択範囲
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  ブックマーク 

録画映像の一部分の情報をブックマークしておくことで、後で簡単に呼び出すことができま

す。 

ブックマークには以下の情報が設定されています。 

・開始/終了時間 

・ブックマーク名 

・説明 

・タグ名 

 

ブックマークは手動または、イベント＆ルールエンジンで自動生成されます。イベント＆ルー

ルエンジンの設定は『第 16 章 イベントの定義と通知(P.118)』をご参照ください。 

 

■ブックマークを手動で作成する 

① タイムライン上でブックマークする範囲を選択し、ブックマーク追加を選択します。 

 
※タイムライン上の選択範囲を右クリックするとメニューが表示されます。 
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② ブックマーク情報を入力して保存します。 

 

名前 ：ブックマーク名を入力します。 

説明 ：ブックマークの説明文を入力します。 

タグ ：検索時に使用するタグ名を入力します。 

※ポピュラータグには、他のブックマークで登録されたタグのうち、多いものが表示されます。 

上記項目を全て入力して「OK」ボタンをクリックするとブックマークが追加されます。 

 

■ブックマークの検索 

ブックマークは、システムメニューの「ブックマークログ」で検索することができます。 
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ブックマーク検索を行うと登録済みのブックマークの一覧が表示されます。 

 

 

ブックマーク一覧画面を閉じると、ブックマークした映像が再生されます。 

 

 

  

再生中の
ブックマークされた映像

ブックマーク名とその範
囲がタイムラインに表示

されます

①表示したいブックマーク
を選択します。

②閉じるボタンで
ブックマーク一覧画面が

クローズします
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5 カメラの PTZ 操作 

SK VMS ではカメラの PTZ を画面上で操作することができます。 

 

  操作に必要な条件 

カメラのアイテムウィンドウ上の PTZ 操作ボタンが利用できる条件は以下の通りです。 

① PTZ 操作がサポートされているカメラ(ONVIF 対応カメラ)である事 

② カメラがライブモードの時(録画再生中に有効化すると、強制的にライブモードへ移行) 

 

  PTZ 操作方法 

PTZ 操作ボタンをクリックすると下記の画面に変更され、PTZ 操作が可能になります。 

 

■シンプル(ズームのみ)時 

＋/－ボタンでズームイン/アウト 

■レギュラー(ズームとポイント)時 

＋/－ボタンでズームイン/アウト 

カメラの PTZ 操作は画面をクリックすることで指定位置を正面にするように移動します。 

また、ドラッグでエリアを指定することでその範囲をズームして移動します。 

ダブルクリックすると最大ズームアウトします。  

PTZ操作ボタン

＋:　 ズームイン
ー：ズームアウト

左クリック
押しながら移動
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6 魚眼レンズカメラの操作 

魚眼レンズカメラの映像を補正し、360 度の映像を通常のカメラ映像の様に参照することができ

ます。また、魚眼レンズカメラを用いた PTZ ツアー機能では、あらかじめ登録した位置を順番に

表示することができます。魚眼補正設定は管理者が行います。 

 

  魚眼レンズカメラ映像補正 

魚眼レンズカメラの映像補正を行うには、魚眼レンズカメラのアイテムウィンドウのメニュ

ーから「歪み補正」ボタンをクリックします。 

    ―補正前カメラ映像―     ―補正後カメラ映像― 

 

 

補正された画面を選択すると、画面中央にズームイン/アウトのボタンと移動のためのポイン

ト(シンプル設定時はズームイン/アウトのみ)、画面端に補正する角度が表示されます。 

 
※角度切替えをクリックすると 90➡180➡360➡90 と切り替わります。 

ズームイン／アウト

左クリック押しながら
移動

角度切替
（現在角度を表示）

魚眼レンズ操作ボタンを
クリック
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■180 度の画面 

 

■360 度の画面 

 

通常のカメラの PTZ 操作と同様にズームイン/アウトボタン、位置移動ボタンを利用して補正

画面上で PTZ 操作が行えます。 

 
※赤丸で示した矢印は移動方向とスピードを表します。 

※矢印のサイズが大きいほど画面が速く移動します。  
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  魚眼レンズカメラの PTZ ツアー 

魚眼レンズカメラの画像補正画面の表示位置を登録することができます。登録した位置は、レ

イアウト上の魚眼レンズカメラアイテムの右クリックメニューから呼び出すことができます。 

 

保存したポジションが 2 つ以上ある場合、魚眼レンズカメラの PTZ ツアー表示を行う事がで

きます。レイアウト上のツアー表示(詳細は『第 2 章 2.16 節  ツアー表示(P.38)』)と同様に、

一定間隔で保存したポジションの画像を自動的に切り替えて表示します。 

 

魚眼レンズ PTZ ツアー内容の編集操作手順は次の通りです。 

① 魚眼レンズアイテムを選択します。 

② マウスで右クリックし「PTZ」を選択します。 

③ メニューより「管理」を選択します。 

④ PTZ 管理画面が表示されます。 

 

 

①右クリックメニュー
から

PTZを選択

②呼び出すポジションを
選択します

①右クリックメニュー
から

PTZを選択
②管理を選択する
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■PTZ 管理画面 

 

 

■ポジションの登録(ポジション編集機能) 

「現在のポジションを保存」ボタンをクリックして、魚眼レンズアイテムで表示されている

位置情報(ポジション)を登録します。 

※ポジション名は自動で設定されますが、名前を選択して変更することができます。 

 

■ツアーの登録(ツアー編集機能) 

・ 「ツアー登録」ボタンをクリックして、新しいツアーを登録します。登録済みツアーの

一覧に、新しいツアー又は作成済みのツアーを選択します。 

ツアーにポジションを追加登録する操作手順は次の通りです。 

① 右下にある「＋」ボタンをクリックします。 

② 登録済みポジションの一覧から追加するポジションを選択します。 

・ ポジションを 2 つ以上登録すると、ツアー再生が可能な状態になります。 

・ ポジションの表示順序は右側の「↑ボタン」「↓ボタン」で変更できます。 

・ 「－ボタン」を使用するとポジションをリストから削除することができます。 

  

登録済みのポジションを
ツアーに追加・削除／順

番の変更を行います

登録済みツアーの
一覧

ツアーに登録された
ポジションの一覧

ポジション編集機能

ツアー編集機能

登録済みポジションの
一覧
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■ポジションの移動 

「ポジション移動」ボタンをクリックすると、登録済みポジション一覧で選択されたポジシ

ョンの位置に魚眼レンズカメラアイテムの映像が移動します。 

 

■ツアーの開始 

魚眼レンズカメラの PTZ ツアー開始の操作手順は次の通りです。 

① 登録済みツアー一覧からツアーを選択します。 

② 「ツアー開始ボタン」をクリックします。 

※ 魚眼レンズカメラアイテムをマウスで右クリックし、メニューから「PTZ」を選択するこ

とでも開始できます。 

 

 

  

①右クリックメニュー
から

PTZを選択

②ツアー名を選択する
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7 映像のエクスポートと再生 

指定の録画映像をローカルの動画ファイルに出力します。また、出力された映像ファイルをシーン

上で再生することができます。 

 

  単一映像のエクスポート 

タイムスケール上で指定した範囲の映像を、外部にファイル出力します。 

 

単一映像のエクスポート操作手順は次の通りです。 

① タイムライン上で開始位置と終了位置をマウスドラッグで指定します。 

② 選択中のタイムラインをマウスで右クリックし、メニューより「ビデオエクスポート」を

選択します。 
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③ 次のような画面が表示されます。「単一のカメラ」タブを選択します。 

 

この画面ではタイムスタンプ、(ロゴ等の)画像オーバーレイ、テキストオーバーレイの表示設

定ができます。また、VMS で行った魚眼補正などのフィルタをエクスポート映像に適用する

かどうかも選択できます。 

ラピッドレビューの設定をすると、10 倍~(選択範囲を 1 秒まで圧縮)の倍速設定を行うこと

ができます。 

※ビデオフォーマットは「.mkv」「.avi」「.mp4」「.nov」「.exe」の何れかを選択できます。 

 

④ ファイル名、ビデオフォーマットを指定して、「エクスポート」をクリックします。 

※出力した動画ファイルは、リソースパネルのローカルリソースに表示されます。動画ファイル

を選択すると、アイテムウィンドウでビデオを再生することができます。 
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  エクスポートされた単一映像の再生 

出力した動画ファイルは、リソースパネルのローカルリソースに表示されます。 

 

 

エクスポートした動画ファイルは、アイテムウィンドウで再生することができます。 

 

  

エクスポートされた
動画ファイル

①動画ファイルを
クリック

②動画ファイルの
アイテムウィンドウが

追加＆再生
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  複数映像のエクスポート 

レイアウト上の複数アイテムについて、タイムスケール上で指定した範囲の録画映像を外部

ファイルに出力します。 

 

複数映像のエクスポート手順は次の通りです。 

① タイムライン上で出力する開始位置と終了位置を指定します。 

② タイムライン上でマウスを右クリックし、メニューより「ビデオエクスポート」を選択し

ます。 
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③ 次のような画面が表示されます。「複数ビデオ」タブを選択します。 

 

 

④ ファイル名、ビデオフォーマット(.nov, .exe)を指定して、「エクスポート」ボタンをクリ

ックします。 

※編集防止のため、読み取り専用オプションを選択することもできます。 

 

※出力した動画ファイルは、リソースパネルのローカルリソースに表示されます。動画ファイル

を選択すると、アイテムウィンドウでビデオを再生することができます。 
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  エクスポートされた複数映像の再生 

出力した動画ファイルは、リソースパネルのローカルリソースに表示されます。 

 

 

複数映像ファイルの再生手順は次の通りです。 

 

① ローカルリソースのレイアウトを展開し、動画ファイルをドラッグしてシーンへドロップ、

またはダブルクリックします。 

② シーン上にアイテムウィンドウが追加され、動画が再生されます。 

  

エクスポートされた
動画ファイル

①動画ファイルを
クリック

②動画ファイルの
アイテムウィンドウが

追加＆再生
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また、複数映像として同時にエクスポートした全てのアイテムをレイアウトとして表示する

ことができます。 

手順は以下の通りです。 

 

① ローカルリソースからエクスポートしたファイル(.nov または.exe)を選択し、ダブルク

リックまたはシーンにドラッグ&ドロップします。 

 

② 新しいレイアウトタブが開き、エクスポートした映像がすべて表示されます。 
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8 スクリーン録画(Windows 版のみ) 

デスクトップクライアントの画面操作を録画して外部ファイルに保存することができます。また、

保存したファイルはローカルリソースに登録されるため、シーン上で再生できます。 

 

  スクリーン録画の開始 

スクリーン録画の開始操作手順は次の通りです。 

① メインメニュー上の「スクリーン録画開始」を選択します。 

 
※Alt+R キーでスクリーン録画の開始を行う事もできます。 

② デスクトップクライアントの操作を行います。 

 
※スクリーン録画の停止までの間の操作が録画されます。  
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  スクリーン録画の停止 

スクリーン録画の停止操作手順は次の通りです。 

① メインメニューより「スクリーン録画停止」を選択します。 

 
※Alt +R キーで停止もできます。 

 

② 名前を付けて保存画面でファイル名を指定して「保存」をクリックします。 

 

※ファイルの種類は avi 形式のみとなります。 

 

※ 保存時に、デスクトップクライアントのメディアフォルダーに保存すると、リソースフォ

ルダ内のローカルリソースで選択して再生することができます。 
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  スクリーン録画イメージの再生 

スクリーン録画の停止で保存した動画ファイルは avi 形式ファイルなので、ブラウザなどで

再生が可能です。また、メディアフォルダーに登録された動画ファイルは、ローカル動画ファ

イルとして再生することができます。 

 

 

※メインメニューの「ローカル設定」、「スクリーン録画」タブで、画質の変更やマウスカー

ソルを記録するなどの設定が変更できます。 

 

  

再生中の
スクリーン録画動画
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9 ローカル設定 

デスクトップクライアントのローカル設定を行います。 

ローカル設定画面では、以下の設定を行うことができます。 

 

・ 一般項目  ：デスクトップクライアントの動作環境に関する設定を行います。 

・ 表示項目  ：言語や背景など、表示に関する設定を行います。 

・ スクリーン録画 ：一時フォルダーや画質、スクリーン録画に関する設定を行います。 

・ 通知項目  ：通知に関する設定を行います。 

・ アドバンス項目 ：録画のバッファリングなど、高度な設定を行います。 

 

ローカル設定の操作手順は次の通りです。 

① メインメニューの「ローカル設定」をクリックします。 

 

 

② 表示されたローカル設定画面上の各項目のタブボタンをクリックして、設定したい項目を選択

します。 
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  一般項目の設定 

デスクトップクライアントの基本動作に関する情報を設定します。 

 

■ローカルメディアフォルダー 

ローカルファイルを読み込むフォルダーを指定します。設定を反映するにはクライアントを

再起動します。 

■オーディオ入力 

スクリーン録画の際、同時に録音するデバイスを選択します。 

■自動一時停止 

指定時間後に録画・ライブ映像の再生を自動的に一時停止し、通信帯域を節約します。一時

停止の動作は、PC のスクリーンセーバーのような挙動になります。 

■PC が起動時にアプリケーション起動(Windows のみ) 

チェックする事で、PC 起動時に自動で SK VMS を起動する事ができます。 

 

必要な項目を設定したら「OK」ボタンをクリックして設定を保存します。 
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  表示項目の設定 

デスクトップクライアントの言語設定などの表示に関する設定を行います。 

 

■言語 

表示する言語を選択します。 

■タイムモード 

タイムラインなどの時刻基準を選択します。 

(サーバー時間/クライアント時間) 

■背景イメージ有効 

シーンの背景にイメージを使用する場合チェックします。チェックされた場合、背景イメー

ジとモード(モニターサイズに合わせる、縦に合わせる、横に合わせる)、透過率を設定しま

す。 

 

必要な項目を設定したら「OK」をクリックして設定を保存します。 
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  スクリーン録画の設定 

スクリーン録画についての設定を行います。 

 

■一時フォルダー 

一時フォルダーとして使うフォルダーを指定します。 

■ソース 

録画するディスプレイと映像品質を指定します。 

■追加オプション 

Windows Aero を無効化するか、マウスカーソルを録画に含めるかを指定します。 
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  通知項目の設定 

通知に関する項目のうち必要なものにチェックします。デフォルトでは「全ての通知を表示す

る」に設定されています。 

① 変更の際は、「全ての通知を表示する」のチェックを外します。 

② 必要な項目のチェックをします。 

 

設定項目は以下の通りです。 

 
※チェックを付けたアラーム/イベントまたはシステム通知が通知パネルに通知されます。 

 

必要な項目を設定したら「OK」をクリックして設定を保存します。 
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  アドバンス設定 

より高度な設定を行うときに使用します。 

設定項目は以下の通りです。 
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10 ユーザー設定 

管理者権限以外のユーザーであっても、パスワードの再設定及びイベント通知などを受け取るた

めの E-Mail アドレスの設定を行うことができます。 

 

  パスワードの再設定 

ログインパスワードの変更操作手順は次の通りです。 

① ユーザーをマウスで右クリックし、メニューから「ユーザー設定」を選択します。 

 

 

② ユーザー設定画面にパスワード入力します。 

 

パスワード  ：新しいパスワードを入力します。 

パスワード確認 ：確認用に新しいパスワードを入力します。 

 

③ 「OK」をクリックすると、パスワードを更新します。 

※内容にエラーが有る場合は、画面下部に赤字でエラー内容が表示されます。  

①ユーザーを選択します

②ユーザー設定を選択
します。
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  E-Mail 設定 

イベント通知やシステムからの通知などを受信する E-Mail アドレスの設定、または再設定を

行う操作手順は次の通りです。 

 

① ユーザー名をマウスで右クリックし、メニューから「ユーザー設定」を選択します。 

 

 

② ユーザー設定画面に E-Mail アドレスを入力します。 

 

E-Mail  ：E-Mail アドレスを入力します。 

 

③ 「OK」をクリックするとユーザー通知用の E-Mail アドレスを更新します。 

※E-Mail アドレスの形式が正しくない場合、画面下部にエラー表示されます。 

 

利用者権限のユーザーは、「役割」「有効」の項目を変更することはできません。 

  

①ユーザーを選択します

②ユーザー設定を選択
します。
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11 クラウド操作 

SK Cloud とシステムを接続する事により、インターネット接続できる環境であれば、どこからで

もシステムに接続する事ができるようになります。 

 

  クラウドログイン 

クラウドログイン操作手順は次の通りです。 

 

① Web ブラウザのアドレスバーに、SK Cloud の URL を入力し、SK Cloud のポータル画面

を表示します。 

https://skcloud.systemk.co.jp/ 

 

 

② ログインをクリックし SK Cloud のログイン画面に遷移します。 

 
Email   ：ログインするユーザーのメールアドレスを入力します。 

パスワード  ：ログインするユーザーのパスワードを入力します。 

 

③ ログインするユーザーの Email,パスワードを入力し、ログインをクリックします。  

ログインボタン

アカウント作成ボタン

アカウントを作成ボタン

ログインをクリックする

アカウント情報
を入力

https://skcloud.systemk.co.jp/
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  システムへの接続 

SK Cloud からデスクトップクライアントを起動する操作手順は次の通りです。 

 

① SK Cloud メニュー画面右上の「SK_VMS で開く」クリックする。 

 

SK_VMS ボタンで開くボタンをクリックするとアプリ起動ウィンドウが表示されます。 

 

② プログラムと起動画面「SK VMS Client」を選択して「リンクを開く」をクリックする。 

 

 

SK VMS Client がインストールされている場合、SK VMS Client が起動します。 

  

SK_VMSで開くを
クリック

SK VMS Clientを
選択する。
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  システムから SK Cloud にログイン 

SK Cloud にアカウントが作成され管理者により権限が設定されている場合、SK VMS 画面

の右上 SK Cloud ボタンをクリックすると SK Cloud ログインウィンドウが表示され必要な

情報を入力する事で SK Cloud にログインする事ができます。 

SK Cloud へのログイン操作手順は次の通りです。 

 

① 操作ボタンの SK Cloud ボタンをクリックします。 

 

 

② Email、パスワードを入力して「ログイン」をクリックします。 

 
Email  ：ログインするユーザーのメールアドレスを入力します。 

パスワード  ：ログインするユーザーのパスワードを入力します。  

クラウドログイン
ボタンをクリック
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管理者による操作 編 

 

以降の章では、管理者権限によるサーバーやユーザーなどの管理に関する操作を説明します。 
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12 管理者権限ユーザーが行う作業 

SK VMS のシステム管理者の権限を持つユーザーが、リソースやユーザーを管理するための手順

を列挙します。 

システムとサーバー、リソースなどの関係は『第 1 章 1.3 節 システム構成(P.10)』をご参照くだ

さい。 

*印の項目は、必要に応じて作業してください。 

 

  システムの新規作成 

SK VMS システムを新規に作成して、ネットワークカメラのライブ映像の閲覧や録画を行う

環境を作成します。 

 

① SK サーバーのインストール 

② ネットワークカメラの接続 

③ クライアント・ソフトウェアのインストールとオーナー権限ログイン 

④ ストレージの設定(『第 13 章 サーバーストレージの設定(P.86)』) 

⑤ ネットワークカメラの設定(『第 14 章 ネットワークカメラの設定(P.99)』)  

⑥ ライセンスの取得と有効化(『第 18 章 ライセンス(P.128)』) 

⑦ *ウェブページリソースの作成(『第 20 章 20.1 節 ウェブページアイテムの作成(P.140)』) 

⑧ *カスタムユーザー用レイアウトの設定(『第 15 章 15.4 節 レイアウトの作成と割り当

て(P.116)』) 

⑨ *ユーザーの作成と権限の設定(『第 15 章 15.1 節 ユーザーの作成(P.111)』)  

⑩ *イベント・アクションの定義(『第 16 章 イベントの定義と通知(P.118)』) 

⑪ *SK Cloud の設定(『第 21 章 クラウド管理(P.142)』) 

⑫ *システムのバックアップ(『第 19 章 19.5 節 システムのバックアップとリストア

(P.136)』) 
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  ネットワークカメラの追加 

現在稼働中のシステムにネットワークカメラを追加します。 

詳細は『第 14 章 14.1 節 ネットワークカメラの追加(P.99)』をご参照ください。 

 

① 管理者権限でログイン 

② ネットワークカメラをネットワークに接続 

③ *ネットワークカメラの配置を変更 

④ ネットワークカメラの設定 

⑤ *ライセンスの取得と有効化 

⑥ *カスタムユーザー向けのレイアウト作成 

⑦ *イベント・アクションの定義 

 

  ネットワークカメラの削除 

稼働中のシステムからネットワークカメラを削除します。 

詳細は『第 14 章 14.8 節  カメラの削除(P.110)』をご参照ください。 

 

① 管理者権限でログイン 

② ネットワークカメラをネットワークから除外 

③ ネットワークカメラをサーバーリソースから削除 

④ アーカイブの再インデックス(『第 13 章 13.5 節 アーカイブインデックスのリビルド

(P.97)』) 

⑤ *イベント・アクションの削除 
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  ユーザーの追加 

SK VMS システムに役割や利用する機能に応じてユーザーを追加します。 

詳細は『第 15 章 15.1 節 ユーザーの作成(P.111)』をご参照ください。 

 

① 管理者権限でログイン 

② ユーザーの作成と権限設定 

③ *カスタムユーザー用レイアウト設定 

④ *SK Cloud の設定 

 

  ユーザーの情報変更・削除 

ユーザー情報を変更、または SK VMS システムから指定のユーザーを削除します。 

 

① 管理者権限でログイン 

② ユーザーの情報変更または削除(『第 15 章 ユーザー管理(P.111)』)  

③ *SK Cloud ユーザーの削除または情報変更 
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  システムに新規 SK サーバーを統合 

新規 SK サーバーを設定し、既存の SK VMS システムに統合します。 

 

① SK サーバーのインストール 

② オーナー権限でログイン 

③ 新しいサーバーのセットアップ(「既存システムへの追加」として) 

④ ストレージの設定と追加(『第 13 章 サーバーストレージの設定(P.86)』) 

⑤ *時刻同期設定 

⑥ *ネットワークカメラの追加と削除 

⑦ *ネットワークカメラの配置変更 

⑧ *フェイルオーバーの設定(『第 17 章 17.4 節 フェイルオーバー機能(P.124)』) 

⑨ *イベント・アクションの定義 

⑩ *カスタムユーザー向けのレイアウト作成 

 

  既存システムの統合 

複数の既存 SK VMS システム(あるいは SK サーバー)を 1 つに統合します。 

 

① オーナー権限でログイン 

② システムの統合(『第 17 章 17.3 節 システムの統合(P.122)』) 

③ *ネットワークカメラの配置変更 

④ *時刻同期設定 

⑤ *フェイルオーバーの設定 

 

 システムから SK サーバーを削除 

複数の SK サーバーを運用している SK VMS システムから、SK サーバーを削除します。 

① SK サーバーの停止(電源 OFF) 

② 管理者権限以上のユーザーでログイン 

③ *ネットワークカメラの配置変更 

④ *時刻同期設定 

⑤ *フェイルオーバーの設定 

⑥ *イベント・アクションの定義 

⑦ サーバーをシステムリソースより削除(『第 17 章 17.5 節 サーバー統合の(P.126)』) 
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  システムのメンテナンス 

SK VMS システムの保守を行う為の操作です。必要に応じて、システム管理者権限以上のユ

ーザーが行ってください。 

 

① ストレージ解析(『第 13 章 13.6 節 ストレージ解析(P.98)』) 

② NAS/外部ストレージの追加(『第 13 章 13.2 節 NAS/外部ストレージの追加(P.88)』) 

③ フェイルオーバーの設定(『第 17 章 17.4 節 フェイルオーバー機能(P.124)』) 

④ システムのバックアップとリストア(『第 19 章 19.5 節 システムのバックアップとリス

トア(P.136)』) 

⑤ 録画データのバックアップ(『第 13 章 13.4 節 バックアップ設定(P.92)』) 

⑥ イベントログの参照(『第 19 章 19.1 節 イベントログ(P.132)』) 

⑦ 時刻同期 

⑧ ルート管理(『第 19 章 19.6 節 ルート管理(P.138)』) 

⑨ オーナーユーザーのパスワード変更(※オーナー権限ユーザーのみ) 

⑩ SK Cloud 管理 
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13 サーバーストレージの設定 

SK VMS は、システム内の全てのストレージを使用するように設計されています。必要に応じて

デスクトップクライアントで割り当てることもできます。 SK VMS で使用できるストレージには、

サーバーのローカルストレージ(HDD 等)とネットワーク接続ストレージ(NAS)があります。 

 

  ローカルストレージの追加 

SK VMS では、SK サーバーのインストール時にシステムに設定されたローカルストレージ以

外の HDD が増設された場合、自動的に認識してローカルストレージの追加待ちの状態になり

ます。追加待ちのローカルストレージをシステムに追加する操作手順は次の通りです。 

 

① リソースツリーのサーバー名をマウスで右クリックし、メニューから「サーバー設定」を

選択します。 

 

  

サーバー設定を
選択します

サーバーリソースの
右クリックメニュー
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② ストレージ管理タブを選択し、認識されたローカルストレージを確認します。 

 

 

③ 追加するローカルストレージをチェックして「OK」をクリックします。 

 

  

新しく追加された
ＨＤＤ

①トグルスイッチを
ONにします

②OKボタンを
クリックします
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  NAS/外部ストレージの追加 

SK VMS では、デスクトップクライアントを用いて NAS や外部ストレージを簡単に追加する

事ができます。NAS/外部ストレージを追加する操作手順は次の通りです。 

 

① リソースツリーのサーバー名をマウスで右クリックし、メニューから「サーバー設定」を

選択します。 

  

サーバー設定を
選択します

サーバーリソースの
右クリックメニュー
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② ストレージ管理タブを選択し、「外部ストレージの追加」をクリックします。 

 

 

③ 外部ストレージの追加画面に NAS の情報を入力します。 

 

プロトコル ：Windows ネットワーク共有リソース(固定) 

URL  ：NAS の URL を入力します。 

ログイン ：ログイン ID を入力します。 

パスワード ：パスワードを入力します。 

 

④ 必要項目を入力し、「OK」をクリックして更新します。 

  

外部ストレージの追加を
選択します。
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  バックアップストレージの設定 

サーバーに接続されたローカルまたは NAS ストレージが 2 台以上ある場合、バックアップス

トレージとして使用できます。バックアップストレージの設定操作手順は次の通りです。 

 

① リソースツリーのサーバー名をマウスで右クリックし、メニューから「サーバー設定」を

選択します。 

 

  

サーバー設定を
選択します

サーバーリソースの
右クリックメニュー
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② ストレージ管理タブを選択し、ストレージの場所セレクトボックスから「バックアップ」

を選択します。 

 

 

③ 「OK」をクリックして設定を保存します。 

 

※バックアップストレージからメインストレージに変更する場合は、セレクトボックスから

「メイン」を選択し、「OK」をクリックして設定を保存します。 

 

  

バックアップを
選択します

クリックします

バックアップストレージ
に変更される
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  バックアップ設定 

「バックアップ」ストレージが設定されているシステムでは、録画データをバックアップする

ことができます。バックアップ設定の操作手順は次の通りです。 

 

① リソースツリーのサーバー名をマウスで右クリックし、メニューから「サーバー設定」を

選択します。 

 

 

② ストレージ管理タブを選択し、バックアップアーカイブセクションから、「バックアップ

設定」をクリックします。 

 

  

サーバー設定を
選択します

サーバーリソースの
右クリックメニュー
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③ バックアップ設定ダイアログがポップアップするので、3 種類のバックアップ方式の中

から、任意の方式を選択します。 

 

・スケジュール 

あらかじめ設定した曜日、時間帯にバックアップが自動で行われます。 

設定した時間帯の内にすべてのバックアップが終了しなかった場合、 

次回のバックアップスケジュール時に、前回中断した地点からバックアップを再開します。 

ネットワーク使用者の少ない夜間や休日にスケジュールを設定することで、ネットワーク

帯域 

圧迫することなくバックアップを実行可能です。 

 

・リアルタイム 

通常の録画と同時に、バックアップデータをバックアップストレージに保存します。 

通常の録画後に即時バックアップを行うので、対障害性を最も高めることができます。 

※このバックアップ方式では、設定の適用以前の録画データをバックアップできません。 

 

・オンデマンド 

バックアップボタンが生成され、ユーザーの任意のタイミングでバックアップを実行する

こと 

できます。 

実行したバックアップはいつでも中断可能で、次回実行時には中断した地点からバックア

ップを再開することができます。 
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④ (スケジュールバックアップ選択時のみ)「スケジュール設定」をクリックして、バックア

ップを行うスケジュールを設定します。 
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⑤ バックアップの対象とするカメラを選択します。 

 

チェックを付けたカメラのみ、録画データがバックアップされます。 
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⑥ バックアップするストリームの品質を選択します。 

 

・低解像度ストリーム 

 低解像度の映像のみバックアップ 

・高解像度ストリーム 

 高解像度の映像のみバックアップ 

・すべてのストリーム 

 低・高解像度、両方の映像をバックアップ 

※SK VMS はカメラから、低・高解像度、2 種類の映像を受信しています。 

 

 

  

【補足】 - バックアップした映像の再生について 

バックアップした映像の再生に、特別な操作は必要ありません。 

 

「メイン」に設定したストレージに障害が発生した場合、SK VMS は自動で該当の

録画データを、「バックアップ」ストレージから参照します。 

障害時においても、ユーザーは通常通りの録画再生操作を行うだけでバックアップ

した映像を再生することが可能です。 
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  アーカイブインデックスのリビルド 

HDD の交換やアーカイブフォルダの移動、名称変更などによって SK VMS のアーカイブデー

タが失われる場合があります。このような場合、アーカイブインデクスのリビルドを行いま

す。 

操作手順は次の通りです。 

 

① リソースツリーのサーバー名をマウスで右クリックし、メニューから「サーバー設定」を

選択します。 

 

② ストレージリスト下にある「アーカイブの再インデックス」をクリックします。 

 

 

③ 確認画面の「OK」をクリックします。 

 

  

サーバー設定を
選択します

サーバーリソースの
右クリックメニュー
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  ストレージ解析 

サーバー設定画面のストレージ解析タブをクリックすると、当該サーバに接続されているネ

ットワークカメラのストレージ使用状況(解析結果)を以下の形式で表示します。 

 

 

カメラ  ：ネットワークカメラ名 

スペース ：使用中のストレージサイズ 

カレンダー ：使用分を時間に換算した値 

ビットレート ：カメラごとのストリームの平均ビットレート 

 

また「ストレージ使用率を予測」では、設定が異なる複数のカメラが存在するサーバーの残り

録画時間を予測できます。 
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14 ネットワークカメラの設定 

SK VMS に接続されるネットワークカメラの登録や、録画設定などについて以下に説明します。 

 

  ネットワークカメラの追加 

同一 LAN 上に接続されているネットワークカメラは自動的に SK VMS のサーバーに登録さ

れ、当該サーバーのリソースツリーに表示されます。サーバーがオフラインの場合には、その

サーバーの管理下にあるカメラも全てオフラインステータスになります。 

 

 

カメラが自動で検出されない場合は、マニュアル検索で登録してください。マニュアル登録の

操作手順は次の通りです。 

 

① サーバー名をマウスで右クリックし、メニューから「デバイス追加」を選択します。 

 

  

デバイス追加を
選択します
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② ネットワークカメラの IP アドレスが分かっている場合は、アドレス情報を入力します。 

 
デバイスアドレス ：ネットワークカメラの IP アドレスを入力します。 

ポート  ：自動または指定のポート番号を入力します。 

ログイン  ：ログイン ID を入力します。 

パスワード  ：パスワードを入力します。 

 

上記を正しく入力し、画面左下の「検索」ボタンをクリックすると、ネットワークカメラ

が検出されます。 

遷移した画面で、チェックボックスがオンであることを確認して「選択追加」ボタンをク

リックすると、サーバーにカメラが登録されてリソースツリーに表示されます。 
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③ サブネット検索を行う場合 

サブネット検索にチェックを入れると以下の画面形式に変更され、ネットワークカメラの

検索が行えます。 

 
開始 IP  ：検索を開始する IP アドレスを入力します。 

終了 IP  ：検索範囲の最終 IP アドレスを入力します。 

ポート  ：自動または指定のポート番号を入力します。 

ログイン  ：ログイン ID を入力します。 

パスワード  ：パスワードを入力します。 

 

上記を入力して画面左下の「検索」ボタンをクリックすると、与えられた認証情報でログ

インできるネットワークカメラが検出されます。 

遷移した画面で、目的のカメラのチェックボックスがオンであることを確認し、「選択追

加」ボタンをクリックします。 

サーバーにカメラが登録され、リソースツリーに表示されます。 
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④ カメラリストで確認 

サーバーリソースの右クリックメニューから「カメラリスト」を選択すると、当該サーバ

ーに登録済みのネットワークカメラの一覧を以下の形式で参照できます。 
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  カメラ設定(一般項目) 

カメラ名称や認証情報等の一般項目の設定を行う操作手順は次の通りです。 

 

① リソースメニューよりカメラ名をマウスで右クリックし、メニューを開き「カメラの設定」

を選択します。 

 

カメラ設定画面が表示されるとデフォルトで「一般」項目が選択されています。 

 

② 変更する内容を入力して「OK」をクリックして設定項目を更新します。 

 

※設定を変更できる一般項目は黄枠で示した箇所です。 

名称を変更可

認証情報
を変更可

イメージ
制御設定

音声使用
設定

ＳＡＶＥ
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  モーション設定 

モーション検知の感度設定を行う事ができます。 

SK VMS ではサーバーによるモーション検知が可能であり、カメラ自体にモーション検知機

能が無くても利用できます。 

※この設定を行うとサーバーの CPU 負荷が増大する為、ご注意ください。 

モーション設定操作手順は次の通りです。 

 

① カメラ設定画面の「モーション」をクリックします。 

 

 

② 検知の有無を ON に設定し、感度ボタンで感度レベルを設定します。 
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③ モーションエリアをマウスでドラッグして選択します。 

 

 

④ 「適用」をクリックして設定を更新します。 
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  録画設定 

登録したカメラごとに録画の設定を行います。 

※録画を行う際には、カメラ 1 台につき 1 ライセンスが必要となります。 

※録画が行われていなくても、録画設定がなされていればライセンスは使用されていると判断さ

れます(録画スケジュールの合間など)。 

 

録画には以下に示す 2 種類があり、これらの設定はカメラ設定画面の「録画」タブをクリッ

クすることによって確認及び設定を行うことができます。 

・常時録画   ：設定された期間を常に録画 

・モーションのみ  ：設定された期間内でモーション検知された時に録画 

・常時低+モーション高解像度 ：低解像度で録画+モーション検知時は高解像度録画 

 

録画設定の操作手順は次の通りです。 

① カメラ設定より「録画」タブをクリックします。 

② 録画の有無を ON に設定します。 

③ スケジュールの種類を選択します。 

④ 録画を行う日時のスケジュールマスをクリックします。 

※録画スケジュールの削除には「録画しない」を選択してからマスをクリックします。 

 

⑤ OK をクリックして録画設定を更新します。  

録画の有無
を設定

①スケジュールの
種類を選択

②スケジュール表の
マスをクリックして

設定

他のカメラへ
スケジュールを
コピーできる

追加購入
可能
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  魚眼設定 

魚眼レンズカメラの場合、設置設定およびキャリブレーション調整を行う事ができます。 

魚眼レンズ補正の設定手順はそれぞれ次の通りです。 

 

設置位置の設定 

① カメラ設定画面より「魚眼」タブをクリックします。 

② 設定位置、取付角度補正修正値の値を入力します。 

③ 「OK」をクリックし、設定を更新します。 

 

自動キャリブレーション 

① カメラ設定画面より「魚眼」タブをクリックします。 

② 「自動キャリブレーション」をクリックします。 

③ 必要に応じてキャリブレーション設定値を設定します。 

④ 「OK」をクリックし、設定を更新します。 

設置位置を
設定します

魚眼レンズカメラの
キャリブレーション

を設定します

キャリブレーション
を自動で設定します

取付角度補正
修正値を設定
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  アドバンス設定 

ONVIF 対応カメラでは、「アドバンス」タブでストリーム解像度などの設定を変更することが

できます。次にアドバンス設定画面の例を示します。 

 
※カメラによって設定項目は異なります。 

 

ONVIF 対応カメラなどについては、この画面から映像の解像度やビットレート、FPS を設定

することができます。 

※この場合、「システムアドミニストレーション」の「カメラ設定の最適化有効」がオンになって

いる必要があります。 
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  エキスパート設定 

ネットワークカメラのストリーム転送に関する設定など、パフォーマンスに関連する項目を

設定することができます(※通常この設定項目は変更しないことを推奨します)。設定できる項目

の画面内容は次のとおりです。 

 
※設定変更によってシステムパフォーマンスを低下させる可能性があります。 
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  カメラの削除 

ネットワークカメラをサーバーから削除します。 

削除操作手順は次の通りです。 

 

リソースツリーからカメラ名をマウスで右クリックし、メニューより「削除」を選択します。 

 
※「システムアドミニストレーション」→「サーバーとカメラの自動検索有効」にチェックがさ

れている場合は、ネットワークカメラは削除された後に再度自動でシステムに組み込まれま

す。これを回避するためには物理的にネットワークから外すか、自動検索を無効にします。 

  

削除を選択します
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15 ユーザー管理 

SK VMS でユーザーが利用者権限(またはカスタム権限)のユーザーを作成、管理する方法につい

て説明します。 

 

  ユーザーの作成 

新しくユーザーを作成する操作手順は次の通りです。 

① 「メインメニュー」より「新規」をクリックし、「ユーザー」を選択します。 

  
※リソースパネルのユーザー名をマウスで右クリックし、メニューから「新規ユーザー」でも行えます。 

② ユーザー情報を入力します 

○クラウドユーザーの場合 

 

「ユーザーの種類」で「Cloud」を選択します。 

クラウドアカウントのメールアドレスを入力し、役割を設定します。 

ユーザー権限の詳細については『第 1 章 1.5 節 ユーザー権限と使用できる機能(P.12)』

をご参照ください。  

新規ユーザー作成を
選択
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○ローカルユーザーの場合 

■ログイン 

ログイン ID を入力します。 

■名前 

ユーザーの説明を入力します。 

■Email 

通知用のメールアドレスを入力し

ます。 

■パスワード 

ログインパスワードを入力します。 

■パスワード確認 

確認のためにパスワードを再入力

します。 

 

■役割 

ユーザーに付与する権限を選択します。 

※アドミニストレーターを設定できるのは、オーナー権限ユーザーのみです。 

■役割を編集 

役割がカスタムの場合にクリックすると、カスタムユーザーに必要な権限を選択します。 

■有効 

ユーザー情報を有効化するかどうか決定します。 

有効にする場合は On (緑色)に設定します。 

 

③ 「OK」をクリックしてユーザーを登録します。 
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  ユーザー情報の変更 

登録済みのユーザー情報を変更する操作手順は次の通りです。 

① 「メインメニュー」から「ユーザー管理」を選択します。 

 

 

② ユーザー一覧より変更したいユーザーを選択してクリックします。 

 

 

ユーザー管理を
選択します

変更したいユーザーを
クリックします
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③ 変更する情報を入力します。 

 
※ログイン ID 以外は新規作成時と同じ項目を変更できます。 

※管理者は利用者のログイン ID を変更することができます。 

 

④ 「OK」をクリックしてユーザー情報を更新します。 
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  ユーザーの削除 

登録済みのユーザーを削除する操作手順は次の通りです。 

① リソースツリー内のユーザー名をマウスで右クリックし、メニューから「削除」を選択し

ます。 

 

 

② リソース削除確認画面で確認後「削除」を選択します。 

 

 

  

削除を選択します

削除するユーザーを確認

「削除をクリックします



操作説明書 

株式会社システム・ケイ  Copyright © SYSTEMK Corporation. All Rights Reserved  116 

  レイアウトの作成と割り当て 

カスタム権限のユーザーは、その権限内容によってはサーバーリソースへのアクセスができ

ません。そのため、管理者は、カスタム権限ユーザーが参照できるネットワークカメラを配置

したレイアウトを作成して、カスタム権限ユーザーのレイアウトに登録しておく必要があり

ます。 

 

レイアウトの作成は『第 2 章 2.14 節 レイアウトの作成と保存(P.36)』をご参照ください。 

作成したレイアウトを割り当てる操作手順は次の通りです。 

① コピー元レイアウト名をマウスでクリック 

② コピー先ユーザー名にドラッグします。 

 
※カスタム権限ユーザーは、自身のユーザーリソース内にあるレイアウトリソースを参照しま

す。 

 

 

  

ドラッグ＆ドロップで
レイアウトをコピー出来ま

す
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  システムモニタの割り当て 

SK VMS では、サーバーの状態をモニタリングするグラフをシーンに追加して、リアルタイ

ムにサーバー状態を表示することができます。サーバー状態のモニタリングを追加する操作

手順は次の通りです。 

 

① リソースパネルのサーバー名称をマウスでドラッグ&ドロップ 

※シーンにドラッグしても追加できます。 

 

 

表示される内容は以下の通りです。 

・起動時間   ：サーバーの起動時間(日：時：分) 

・CPU   ：CPU 使用率 

・RAM   ：メモリ使用率 

・HDD(C:、D:など)  ：ハードディスク負荷率 

・IP(WAN Miniport など) ：ネットワークインタフェース負荷 
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16 イベントの定義と通知 

カメライベントやアラームが発生したとき、指定したルールに基づいてシステム通知やメール通

知が行われます。 

 

  ルールの設定方法 

イベントルール設定の操作手順は次の通りです。 

① カメラ名称をマウスで右クリックし、メニューから「カメラルール...」を選択します。 

 

  

カメラルールを
選択します。
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② イベントルール画面で「+追加」をクリックします。 

 
追加ボタン ：新たにルールを追加します。 

削除ボタン ：選択中のルールを削除します。 

 

ルールリスト内の各項目は変更可能で、内容は以下の通りです。 

使用  ：ルールを有効化するにはチェックを入れます。 

イベント ：トリガーとなるイベントをドロップダウンリストから選択します。 

ソース ：どのリソースのイベントに対してアクションを実行するか選択します。 

アクション ：イベントに対するアクションをドロップダウンリストから選択します。 

ターゲット ：アクションの対象を選択します。 

アクション間隔：アクションの実行間隔(秒、分、時、日単位)を指定、または指定解除します。 

 

③ イベントルールを設定し、「OK」をクリックして設定を更新します。 

  

設定済みのルール
リスト

ルールの追加・
削除を行います
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  イベントの一覧 

ルール設定で指定できるイベントの項目を以下に示します。 

 

 

ソフトトリガーを選択すると、SK VMS のアイテム上にボタンが表示されます。このボタン

をクリックすることでイベントが発生します。 

 

  アクションの一覧 

ルール設定で指定できるアクションの項目を以下に示します。 
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17 マルチサーバー環境の設定 

SK VMS は、マルチサーバー環境に対応しています。各サーバー同士が連携して 1 つのシステム

を構築します。サーバーのグループ名(システム名)が一致していると自動的にサーバー連携する

ように設計されていますので、複雑な設定は不要です。 

 

  マルチサーバーの構成とシステム名称 

SK VMS サーバーのセットアップ時に入力する「システム名」は、ネットワーク内でマルチサ

ーバー連携する場合のキーワードになります。ローカルネットワーク内に同一のシステム名

を持つサーバーを検出した場合、サーバーは自動的に統合されます。システム名が異なる場合

には、リソースツリーに他のシステムとして表示されます。 

サーバーが異なるサブネットにある場合、システムを統合するためには IP アドレスを指定す

る必要があります。NAT 越えやインターネット経由の接続も可能です。 

 

  新規サーバーの追加 

基本的なサーバー設定はインストール中に行われます。 

追加されたサーバーはリソースツリーに表示されます。インストール時に異なるシステム名

称を設定した場合、「サーバーの統合」を行う事によりマルチサーバー環境に変更することが

可能です。 
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  システムの統合 

システムを統合する為の操作手順は次の通りです。 

① メインメニューから「システム統合」を選択します。 

 

 

システム統合画面に統合先情報を入力します。 

 
サーバーURL ：統合するサーバーの IP アドレスとポート番号を入力します。 

パスワード ：統合するサーバーAdmin のパスワードを入力します。 

 

相手先サーバーと確認がとれると、統合元(親システム)をどちらにするかを選択します。 
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② 「OK」をクリックします。 

「OK」をクリックするとシステムの統合が始まります。 

統合結果はリソースツリーに反映されます。 

 

※システムが統合されると、常時お互いのデータを同期します。ライセンスも同様に統合され

ます。 

※システムの統合は Web クライアントを操作して行う事もできます。 
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  フェイルオーバー機能 

フェイルオーバー機能は、システム障害に対応できるようサーバーを冗長化する機能です。 

異常終了したサーバーが行っていたネットワークカメラの管理は他のサーバーに転送され、

接続中のクライアントはカメラの転送先サーバーに再接続されます。転送先サーバーに再接

続後、録画データの再生はシームレスに行えるようになります。 

※この時、転送されてから記録を開始するまでに約 30 秒かかります。 

 

フェイルオーバーは、バックアップサーバー上で設定する必要があります。サーバーA とサー

バーB でシステムが構成されている場合、サーバーA のカメラを引き継ぐためには、サーバー

B に対して、フェイルオーバーの設定を、反対に、サーバーB のカメラを引き継ぐためには、

サーバーA にフェイルオーバーの設定を行う必要があります。 

※重要：フェイルオーバーを行うには、両サーバーからカメラにアクセスできなければなりません。 

 

フェイルオーバー機能を設定する操作手順は次の通りです。 

① リソースツリーのサーバーをマウスで右クリックし、メニューから「サーバー設定」を選

択します。 

 

  

サーバー設定を
選択します

サーバーリソースの
右クリックメニュー
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② サーバー設定画面のフェイルオーバー設定を有効にします。 

 

 

③ カメラごとのフェイルオーバー優先順位を設定します。 

 

カメラ名の右横に現在の設定が表示されます。 

その隣にあるチェックボックスにチェックを入れると、優先度を設定する「なし、低、中、

高」のボタンが表示され、クリックすると設定されます。 

 

④ 「OK」をクリックして設定を更新します。 

  

クリックしてカメラの
フェイルオーバー優先順位

を指定します

フェイルオーバーを
有効にします

優先順位を変更したいカメ
ラをチェックする

優先順位設定ボタン
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  サーバー統合の解除 

統合されたシステムからサーバーを切離す際は、こちらの操作を行います。 

手順は以下の通りです。 

① 統合を解除したいサーバーを右クリックし「サーバーウェブページ」を開きます。 

② 「システムからサーバーを切離す」を選択します。 

 

 

この手順で統合システムからのサーバー切離しは完了しますが、元のシステムには統合時

の情報が残るので、続けて次の手順を行います。 
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③ リソースツリーのサーバー名をマウスで右クリックし、メニューより「削除」を選択しま

す。 

 
 

※接続されているカメラも同様に削除されますが、記録データはサーバーストレージに保存されます。 

  

削除を選択します
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18 ライセンス 

SK VMS は 1 ライセンスで 1 台のカメラの録画が可能になります。 

デスクトップクライアントでは表示するカメラ台数に制限はありませんが、録画する為にライセ

ンスが必要になります。 

ライセンスが有効になるとカメラの録画が可能になります。ライブ映像の表示は無償です。 

 

注意：カメラの録画が有効になっている場合、録画されてなくてもライセンスは使用されていると判断

します。 

 

  

○印はライセンス
が有効
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  ライセンスキーをインターネット経由で有効化する方法 

ライセンスをインターネット経由で有効にする操作手順は次の通りです。 

① 「システムアドミニストレーション」の「ライセンス」タブを選択します。 

② 「インターネット経由で自動アクティベート」を選択します。 

③ ライセンスキーを入力し「アクティベートライセンス」をクリックします。 

 

④ 「OK」をクリックして設定を更新します。 

 

※「トライアルライセンスのアクティベート」をクリックすることで、30 日間 4 ライセンスの試

用を行うことができます。 
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  オフラインでライセンスを有効化する方法 

オフラインでライセンスを有効にする操作手順は次の通りです。 

 

① 「システムアドミニストレーション」の「ライセンス」タブを選択します。 

② 「マニュアルアクティベート」をクリックします。 

 

③ 表示される「ハードウェア ID」とアクティベートするライセンスキーを 

marketing@systemk.co.jp にメール送信します。 

④ ライセンスファイルを添付したメールが SystemK から返信されます。「参照...」ボタン

から保存したライセンスファイルを選択し、「アクティベートライセンス」をクリックし

ます。 

  

クリックしてマニュアル
アクティベートを選択

mailto:marketing@systemk.co.jp
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19 システム管理 

システム全体の管理を行う為の様々な設定を行います。システム管理画面では、システム全体に関

する設定項目のほか、前述してきた各機能の設定項目を呼び出すためのボタンも配置されていま

す。 

ここでは、システム管理画面のみに存在する機能について説明します。 

 

システム管理画面を表示する為の操作手順は次の通りです。 

① 「システムアドミニストレーション」をクリックします。 

 

 

システム管理画面 
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  イベントログ 

イベントログでは、システムに発生した様々なイベントを参照する事ができます。 

イベントログを表示する操作手順は次の通りです 

① システム管理画面の「イベントログ」をクリックします。 

 

 

 

絞り込み条件では下記の項目が設定できます。 

開始日  ：対象となる日付の開始日を指定します 

終了日  ：対象となる日付の最終日を指定します 

対象イベント  ：対象となるイベントを指定できます 

対象カメラ  ：指定のカメラで絞り込みができます 

対象アクション ：対象となるアクションで絞り込みができます  

絞り込み条件
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  操作履歴 

操作履歴を参照する為の操作手順は次の通りです。 

① システム管理画面の操作履歴をクリックします。 

 

 

 

操作履歴は下記の項目で絞り込みができます。 

日付  ：開始日、終了日で範囲を指定します 

操作  ：以下に示す操作のうち、指定の操作を抽出します。 

ログイン/ログアウト、ライブ表示、ビデオエクスポート、システムアクション、イベ

ントルール、ユーザーアクション、アーカイブ表示、カメラアクション、サーバーアク

ション、Email 設定 

リソース ：セッションまたはカメラを指定します。 

  

絞り込み条件
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  ヘルスモニタ 

システム管理画面の「ヘルスモニタ」ボタンをクリックすると、シーン上にシステムに接続さ

れた全サーバーのサーバー状態を示すアイテムが追加されます。 

 

 

 

  



操作説明書 

株式会社システム・ケイ  Copyright © SYSTEMK Corporation. All Rights Reserved  135 

  システム設定 

システム管理画面上で、下記設定の有効/無効を切り替えられます。 

 

・サーバーとカメラの自動検索 

・操作履歴 

・anonymou 使用とクラッシュ統計をソフトウエア開発に送信 

・カメラ設定の最適化 
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  システムのバックアップとリストア 

システムのデータベースバックアップ操作手順は次の通りです。 

 

① システム管理画面の「バックアップ」ボタンをクリックします。 

 

② バックアップデータベース保存画面でバックアップファイル名を入力し「保存」をクリッ

クします。 

 

③ バックアップ確認画面で「OK」をクリックします。 

  

ファイル名を入力
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バックアップファイルからリストアする操作手順は次の通りです。 

 

① システム管理画面から「リストア」をクリックします。 

 

② バックアップファイルを選択して「開く」をクリックします。 

 

バックアップファイルを指定するとリストアの確認画面が表示されます。 

③ データベースを復元しますか？画面で「OK」をクリックします。 

 

「OK」をクリックするとデータベースがリストアされます。 

  

バックアップファイルを
選択
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  ルート管理 

システムに存在する各サーバーのルート(アドレス)を設定する操作手順は次の通りです。 

 

① システム管理画面の「ルート管理」タブをクリックします。 

② サーバーの有効/無効の設定を変更できます。 

③ 「追加」をクリックして、新しいサーバーを追加します。 

④ OK をクリックして設定を更新します。 
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  時刻同期 

NTP サーバーと接続できない場合に、ローカルネットワーク上のタイムサーバーを設定する

操作手順は次の通りです。 

 

① システム管理画面の時刻同期タブをクリックします。 

② システムに接続したサーバーの内、基準となるサーバーを選択します。 

③ 「OK」をクリックして設定を更新します。 
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20 ウェブページ 

SK VMS では URL を入力してシーン上のアイテムでウェブページを閲覧する事ができます。 

 

  ウェブページアイテムの作成 

ウェブページをシーン上のアイテムに割り当てる操作手順は次の通りです。 

① リソースパネルのウェブページをマウスで右クリックし、メニューより「新規ウェブペー

ジ」を選択します。 

 

② URL 入力画面が表示されます。URL を入力し、「OK」をクリックします。 

 

 

③ ウェブページがアイテムとしてシーンに表示されます。 

  

新規ウェブページを
クリック
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  ウェブページの閲覧 

ウェブページリソースを表示する操作手順は次の通りです。 

 

① リソースパネルにあるウェブページ名をダブルクリックします。 

② シーン上にウェブページアイテムが表示されます 

 

 

  

ウェブページが
表示されます

ダブルクリックする



操作説明書 

株式会社システム・ケイ  Copyright © SYSTEMK Corporation. All Rights Reserved  142 

21 クラウド管理 

SK Cloud とシステムを接続する事により、どこからでもシステムに接続する事ができるようにな

ります。 

 

  クラウドアカウントの作成 

SK Cloud にユーザーアカウントを作成する操作手順は次の通りです。 

① Web ブラウザのアドレスバーに SK Cloud の URL を入力し、SK Cloud のポータル画面

を表示します。 

https://skcloud.systemk.co.jp/ 

 

② 「アカウント作成」をクリックしアカウント作成画面に要項目を入力します。 

 
名前  ：作成するユーザーアカウントの名前を入力します。 

苗字  ：作成するユーザーアカウントの苗字を入力します。 

Email ：SK Cloud にログインする為の Email アドレスを入力します。 

パスワード ：SK Cloud にログインする為のパスワードを入力します。 

 

③ ユーザー情報を入力した後で「アカウント作成」をクリックします。  

ログインボタン

アカウント作成ボタン

アカウントを作成ボタン

アカウント作成を
クリックする

アカウント情報
を入力

https://skcloud.systemk.co.jp/
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  SK Cloud とシステムの接続 

21.1 でクラウドアカウントを作成したら、SK VMS から作成したクラウドアカウントと接続

します。 

SK Cloud とシステムを接続する操作手順は次の通りです。 

 

① メインメニューより「システムアドミニストレーション」を選択します。 

② システム管理画面の「SK Cloud」タブをクリックします。 

③ 「システムを SK Cloud に接続する」をクリックします。 

 

④ 「SK Cloud へ接続」画面 21.1 で作成したクラウドアカウントの Email とパスワードを

入力し、「OK」をクリックします。 

 

※ここで入力されたユーザーは権限がオーナーとなります。 

 (システム全体へのアクセスを全て行うことができます) 

  

システムをSK Cloud
に接続をクリックする

cloudアカウント情報
を入力する
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  SK Cloud 操作メニュー 

SK Cloud メニューの基本的な画面構成は次の通りです。 

 

 

システム名 ：ログインしているシステム名を表示しています。 

ログインユーザー：ログインしているユーザーのアドレスを表示しています。 

ユーザー一覧 ：このシステムにログインしているユーザーの表示と権限の変更ができます。 

システム操作 ：システムの操作を行うことができます。 

  

ユーザー一覧

システム名

ログインユーザー

システム操作



操作説明書 

株式会社システム・ケイ  Copyright © SYSTEMK Corporation. All Rights Reserved  145 

  ユーザー権限の参照と共有ユーザーの削除 

SK Cloud 操作画面のユーザー一覧では、当該ユーザーの操作権限並びにユーザー削除操作を

行なう事ができます。 

ユーザー情報編集操作手順は次の通りです。 

 

① 編集対象ユーザーを一覧から選択します。 

② 操作権限の編集は「編集」をクリックして権限を選択します。 

③ ユーザーを共有から削除する場合は「削除」をクリックします。 

 

 

・ 編集 ：ユーザーの権限の編集を行うができます。 

・ 削除 ：ユーザーを削除しログインできなくすることができます。 

ユーザー権限の詳細については『第 1 章 1.5 節 ユーザー権限と使用できる機能(P.12)』

をご参照ください。 

  

ユーザー権限編集領域
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  ユーザー設定 

ユーザー一覧上のユーザー情報を変更する操作手順は次の通りです。 

 

① ユーザー一覧画面よりユーザーを選択します。 

② アカウント名を変更する場合「は「アカウント設定」をクリックし、アカウント情報を入

力します。 

③ パスワードを変更する場合は「パスワードを変更」をクリックし、新しいパスワードを入

力します。 

④ 強制的にユーザーをログアウトさせたい場合は「ログアウト」をクリックします。 

 

 

 

アカウント設定  ：操作しているユーザーのアカウントを設定する事ができます。 

パスワードを変更  ：操作しているユーザーのログインパスワードを変更できます。 

ログアウト   ：操作しているユーザーをログアウトさせることができます。 

  

クリックすると
ドロップダウンリスト

が表示される
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  共有設定 

システムを共有する SK Cloud ユーザーの追加設定を行うことができます。 

共有するユーザーを追加する操作手順は次の通りです。 

 

① SK Cloud 画面右上の「共有」をクリックします。 

 

 

② 新たにシステムを共有するユーザーの Email、権限を指定して、「共有」をクリックしま

す。 

 

Email  ：共有するユーザーのメールアドレスを入力します。 

Permissions  ：共有するユーザーの権限を選択します。 

 

※共有登録されると、指定した Email アドレスに SK Cloud ユーザーアカウント作成通知

メールが送信されます。 

共有が完了すると SK Cloud 操作メニューのユーザー一覧にユーザーが追加され、その

ユーザーはシステムにログインする事ができます。  

クリックすると
共有するユーザーを

設定出来る

クリックすると
共有するユーザーを

登録出来る

共有したいユーザー
情報を入力する



操作説明書 

株式会社システム・ケイ  Copyright © SYSTEMK Corporation. All Rights Reserved  148 

  システム名の変更 

システム名を変更する操作手順は次の通りです。 

 

① 「システム名を変更」をクリックします。 

 

 

② システム名変更ウィンドウに変更後のシステム名を入力します。 

 

 

③ 「保存」をクリックします。 

  

クリックすると
システム名を変更する

事が出来る

システム名を入力する
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  SK Cloud からシステムを切断 

SK VMS システムと SK Cloud の関連を切断する為の操作手順は次の通りです。 

 

① 「SK Cloud から切断」をクリックします。 

 

 

② 切断確認画面にクラウドユーザーのパスワードを入力します。 

 

③ 「切断」をクリックします。 

※現在ログインしている全てのクラウドユーザーは強制ログアウトされます。 

クリックすると
クラウドをシステムか
ら切断する事が出来る

パスワードを入力する


